ぎょうちゃ
行茶参考資料
　　　《ここに組織名を記入してください》
１、行茶とは

行茶は、禅宗寺院の儀式などにおけるお茶をいただくものです。お茶をありのままに頂戴します。

震災におけるこの活動は平成１９年３月の能登半島沖地震において、曹洞宗の青年僧侶が活動を始めました。

お茶をふるまい、被災者と心を共にして話す中で、被災者の本音や要望を、行政の「聞き取り」という側面からとは違う角度からのニーズを拾い届ける活動です。同時に活動にあたる人は心を寄り添わせ、同じいのちを生きる仲間としてお互いに通じあう心をお互いに確かめあい、また、お茶を飲むという当たり前の日常が崩れた被災地において、お茶を通してのコミュニケーションを深めて、地域の自立の助力となりたいという活動です。
お茶を飲むことは通常では当たり前です。また避難所には発災より時間が経過すると水もお茶も豊富にあります。しかし、PETボトルや缶に入ったものでなく。人が手をかけてお茶を入れたり、コーヒーを入れる中で、立ち上る香りと人の息遣い、そんなお茶が普段忘れかけた人のぬくもりをあらためて気づかされるものではないでしょうか。

２、行茶の目的

行茶活動の目的を整理すると次のようになります。

・被災者の心のケア

・被災者のニーズをボランティアセンターや行政など関係機関に届けたり補う。
・暖かいお茶を届ける

・お茶を通してのコミュニケーションの復活と地域コミュニケーションの確立
・自立助力

３、行茶活動をする前に
行茶活動は被災した方々にお茶をふるまいながら心を寄り添わせ、相手の声を聞き、心のケアとニーズを拾い届けるというコミュニケーション力が要求されます。気持ちがあれば誰でもできますが、行茶活動決定の前に次ぎのことをご確認ください。

・喜ばれることが大半であるが、必ずしも全員が歓迎しないこと。人の多様性を理解し常に念頭においておくこと。
・ニーズを会話から拾い出すということにおいては大学生以上で社会経験豊富な方が望ましい「良いことをした」で終わって帰ってはいけない
・宗教色、政治色がないこと。
・自分の所属団体等の売名を行わないこと（団体名のTシャツなどを着用したりするなど）

・命令で来たボランティアや興味本位や宣伝活動と思われる人には活動を再考されたい。
・活動にあたっては自己完結でできるか
・批判や苦情などには真摯に受け止めること。

・継続した活動は可能であるか？

・食品提供は行わない（必要なときは保健所に届け出るなど手続きを確認してから）

・人員

・ボランティアセンターなどとのリンクした活動であるからこそ、この活動の効果が生かされるのでボランティアセンターの公認活動としての許可
４、行茶準備
行茶の活動は比較的手軽に始めることができますが、ライフラインや物資が限られる中、準備は重要になります。
準備は①行茶のための物資の準備、②活動場所の確保等の調整などの実施準備③活動人員の調整や振り分けなどの人員の準備が必要です。避難所の人数を把握し行茶活動の曜日、時間を考慮すること。
（例、避難所が１００名のところでも日中出かけられる人が多く３０人位の高齢者と子供とうケースがある）

①物資等の準備

□ポット＝３（人数によって変動２０人当たりで二リットルポット１本）
□急須＝２～３（お茶パックがあれば後処理が容易）
□コーヒーメーカー（現地でコーヒーを入れることに意義がある。インスタントでない中に人間の手のかけた美味しさが伝わる）
□コーヒー付随品（ミルク、砂糖、マドラーなど）
□茶葉（緑茶、番茶（眠れない人はこちらを希望する）、こぶ茶、紅茶、コーヒー豆、カルピスなど）

□水（冷水）

□紙コップ等
□お菓子（地方の地域の話題性のあるものがよい）
□大きなお盆、バットなど
□ゴミ袋（お茶やコーヒーのゴミなど小分けの袋があるとよい）

□衛生用品（消毒アルコール、除菌手拭き、マスクなど）
□風船など子供がよろこぶものもあるとよい

□おはなし表（現地では記入しない）

□活動報告書

□ニーズ分析表
□名札（参加者はガムテープ当でよい。リーダーはネックストラップなどが望ましい）

□救急箱（ボランティア用）
□人員ローテーション表

②活動場所の調整準備
　・ボランティアセンターなどで行茶活動を行うことの事前説明。

　・ボランティアセンターへの登録。

　・避難所などを含めた現地の状況把握。
　　　　災害状況、避難所の位置確認と交通ルート、所要時間、避難所の規模・条件、

避難者の人数（日と時間の人数変動に注意）、他の救援やボランティアの活動状況
　・活動予定先への事前承認。時間の調整。お茶という内容とお話をするという内容的に食事に重ならない時間が望ましい。10時ごろ、お昼過ぎ、3時ごろ。尚、この時間帯には働きや片付けに出かけている人も多いので活動時間と内容は検討が必要。
　・ボランティア参加者への事前説明も大事な準備の一つ。
③人員の調整と車両の手配
　・継続した活動ができるようにローテーション表を作成しボランティア参加者の調整を図る。

　・活動先へのグループのリーダーの選任
　・現地への配車（避難所へは多くの車で向かうのでなく乗合にて2～４台が望ましい）。
５、行茶構成人員

避難所では表情に出なくとも多くの方がストレスを抱えております。特に入れ替りが多い避難所のスタッフ、押しかける報道人、ボランティアも含めて次々に様々な内容で人が訪れます。活動人数が多すぎるとストレスになってしまう場合があるので大きな避難所でも行茶スタッフは１０人を超えないのが望ましく思われます。

　　
□統括リーダー（複数の避難所に行茶を送り出すときにすべてを統括するリーダー）
　　□リーダー（行茶のグループ責任者で指揮、交渉、判断をして行茶がスムーズに行われるように采配する）

　　□行茶メンバー（活動参加ボランティア）

　　基本構成　（リーダー１名、行茶メンバー３～６名で車１～２台で向かう）
６、行茶の流れ
活動の決定
物資の準備

人員の確保や調整（無理なときは見合わせる）
活動先の選定と時間の調整

出発前ミーティング（参加者への事前説明）重要であるので次の項目にて説明
出発

到着

施設先への挨拶

道具搬入

活動（30分　お茶を配ったら会話に入る　聞き取り調査のようにならないように
片付け、撤収

帰着

報告書やお話表の記入

反省と報告

ニーズ分析表への反映

７、出発前事前ミーティング

出発前事前ミーティングは行茶において大切なことです。ボランティア参加者に名札を付けてもらい、行き先等のグループを伝えます。また行茶についての目的やポイントを伝えます。このミーティングで行茶の活動が生かされるものになります。綿密に打ち合わせてください。
　　・事前ミーティングは可能な限り行茶にむかう全員参加にておこなう。

　　　・行茶の意義や目的、下記留意点や注意事項の確認をおこなう

　　・服装、みだしなみの点検
名札（社協シール付）をつける

格好は普段着が望ましい。（作務衣、改良衣不可。清潔感ある格好）
爪または女性は化粧は控えるか薄めに（避難所では満足に化粧できないで生活している）

・以下留意点を今一度チェック
□行茶留意点
・実施場所の許可、(避難所の施設長や仮設住宅集会所、など利用するところの許可がありますか？。)
・衛生管理には十分配慮しましょう（見えるところで私たちも消毒する様子から避難者の消毒への啓発となる）
・マスクも必要かどうか？(暑いが衛生面の為義務づけされる可能性あり)
・お菓子などは毎日同じものにならない工夫必要。
・責任者は施設長、施設員に挨拶
・お茶は取りに来てもらうのではなく、配ってあるくことが望ましい。ただし、各避難者のスペースはその人の生活の場であることを念頭に。
・お茶を配ったら、話、会話にはいるが、用紙を用意した聞き取り調査にならぬように、心がける
・退出時はお礼を言って退出

・お茶で被災者個人に発生したゴミはできる限り受け取らない。こちらで発生したゴミは持ち帰る。
・おはなし表を毎日必ず全員記入。
（ただお茶出しするのではなく、被災者への寄添い。心の支え。心のキャッチボール。となるようなこころがけで行う。）
　・表情や会話の中に潜む不平･不満･不安･ストレスを観(感)じる。

　・被災者の生の声を記入し、ボラセンや行政に届ける。
・会話に他人の批判や行政の不満がでたら同調せずに聴くことに徹する。（ストレスのはけ口が批判などになることがあり、聴くことで心がおちつく）～必要なことは関係機関に報告していくが、内容は客観視してみる。

・人数の多さを競うのではない。参加者が少人数でもいい。

大勢より、一人の心に寄り添えたらいい。
・避難所はストレスを抱えた方がたくさんおり怒鳴られることもあります。そんなとき即座の反論は避ける。相手に話を一通りさせてから対応。
· 注意点など（行茶リーダーがボランティアに注意、説明をすること）
禁止事項等
· 避難所は避難者の生活の場である。避難者はプライバシーもなく生活している。

· 写真撮影はしない。（上記理由や肖像権）撮影される人の許可をもらっても、周りにも避難者がいることを忘れずに・・・私たちは報道機関ではない。こころを割って話すにはマイナスとなる）
· 避難所等、行茶活動場所では禁煙。喫煙所があってもここは避難者の為のところ。

· ボランティアセンター等でも禁煙（格好は僧侶の格好をしなくても、ふるまいや行動は僧侶であるように）
· 様々な宗教の方もいることを頭の隅においておく。
· 全体の様子をみて行茶時間は責任者の判断で調整する。すべては責任者の指示に従う。
· 必ずしも歓迎される人ばかりでないことに配慮して、節度ある行動をこころがける
· 会話には政治的な話などはしない。

· 霊感的な話、占いや迷信的な話はしない。

· 根拠の無い話、聞きかじりや裏づけがない話、憶測やうわさ話をしない。（例：聞きかじった話しで「こんどこの施設も閉鎖の可能性があるんだってね。」「この地区の高齢者から優先的に仮設住宅に入れるらしいよ・・・」）

８、行茶活動のためのヒント
●行茶ボランティアには来るときにお菓子などの提供をお願いする

行茶参加のボランティアには来るときに出身地の茶菓子などのお土産を持参いただき、行茶に提供すると、会話に入りやすい。思わぬ話から溶け込んでいける。
●お茶を飲む楽しみと会話の中に見え隠れする本音
（不平・不満・不安・悩み等）を聞く（観じる）

被災者の生の声・姿を、ボランティアセンターに報告する。たとえば「困っていませんか」との問いかけに「お茶を出していただいて本当に有難い。とりあえず不自由はありません」との答えに満足して終わらせない。人は人に言えぬ苦悩を抱えており、初対面の人に「助けてください」と直接言わない。その人の本当の心のそこに寄り添えるよう心がけて、話すことに『聞き取り調査』と違う行茶の意義がある。たとえば「私は不自由ないよ」という人に「困っている人いませんか」というと「あの人は・・・」というように情報が集まってくる。
●同じ質問になっていませんか

行茶が複数回の場所にて、同じ質問をしていると、質問を受ける人も困惑しますし答えるのが嫌になることがあります。「今日もあついですね」「このお菓子は私の好物ですが、好きな食べ物で食べたいものってありますか」など、皆様の工夫次第です。元気に走り回る子供もおりますが、見た目の明るさでなく、心の痛みに気づけるように心がけたいですね。
●なんで改良衣や袈裟をつけないの？
私たちには当たり前であり、自信を持って活動できる内容です。しかし、価値観の違う人々が一緒に暮らす場所においての被災者の方々の立場において考えてみます。
避難所は今までの当たり前の生活が崩れ、あらゆる人が一つの屋根の下で生活しなければなりません。被災者は様々なストレスを抱えています。僧侶が好意的に理解されることもあります。しかし、現実には、このような非日常下において宗教活動や営利活動を行う業者が現れたりします。また、ボランティアも含めて様々な人が、入れ替わりで出入りしたり、写真を撮られたり。プライバシーもほとんど無い中で、自分の格好や着替え化粧もままならない中で精神的負担は相当なものでしょう、人のストレスの感じ方は一人一人様々です。僧侶の格好だけで、心理的に被災者と私たちに線が引かれてしまう可能性もあるでしょう。「人間の如来は人間に同ぜるがごとし」というように、被災者との心を共有できるように自分も飾らず溶け込める様相が好ましいといえます。一番は僧侶という格好が剥がされた自分自身の行動が問われているのではないでしょうか。
避難所は他宗、他宗教の方々がおられます。公共避難所において「～～宗」という名前を伝えたり話しをしたり、絡子や僧侶の格好は「売名行為や布教勧誘行為」とみなされて、避難所への立ち入りが禁止されたり、ボランティア活動が（社協ボラセン）ができなくなることがあります。たとえば読経や法話を頼まれても、ボランティア活動中及び避難所ではできません。菩提寺があったら菩提寺へとつなげることも大切なことでしょう。地域コミュニティの再生には外部から来た人から地元の人へと結びつけていけるようにしたいものです。
敵視する人を「あの人はしょうがない」と済ませずに、ミカタを作るのでなくテキを作らないことも大切です。
●この施設にはあなたに会えない人がいます
避難所では避難者の書面上の数字と実際の人数が違います。それは日々の変動もありますが、昼間は片づけや職場に出ていく人が多いため時間帯別でも人数が変動します。よって行茶活動の時間で得たニーズだけがそこのニーズだけではありません。若い人は若い人、女性は女性のニーズがあります。いない人のニーズも考えたり、会話の中から聴ければいいですね。
●今日は少なかった、ほとんど人が居なかった。
訪問先の人数が多いと達成感がありますが、私たちはたった一人でも、絶望する人の心に寄り添い、支えていきたい。「一人はみんなのために、みんなは一人のために」

人々の現実の苦に寄り添いながら、少しでも心の支えになる事が理想です。
●寝ている人を放っていませんか？
　休んでいる人に無理に起こして話す必要はありません。しかし、周りの人と話す中で様子を聞きだしてみたり、避難所のスタッフなどに様子を聞いてみることも大切。足腰が悪く動くのが億劫になっている人もいます。休んでいるからと接点を切らず、生活面、健康面も心配しながら心がけましょう。具合が悪そうな方はボラセン報告でなく責任者を通じ、避難所スタッフか医療班に伝えましょう。要望や申請などを「待ち」の姿勢での対応が多い中、私たちはこの隙間を埋めて、つなげる役割も果たすことが行茶活動の「おはなし」の一つでもあります。
●孤立でなく自立への架け橋
　お茶を飲みながら、話をする。人と人のつながり、地域の人どうしのつながり。地域コミュニティの活性化により、誰もが地域の役割を担う一人であることに気づいていけるよう私たちは影の橋渡しでありたい。
９、クレーム・トラブル
活動において、被災者、避難所、行政、ボランティアセンターなどから苦情を受ける可能性があります。それぞれの問題には個々に真摯に受け止め丁寧な対応が必要です。相手が不当な要求をする場合は毅然とした対応が必要です。
基本事項

　・一人で対応しない

　・活動現場においてはリーダーに報告、リーダーは本部へ報告する。

　・こちらに非がなくとも、話は聞くこと。水かけ論とならぬようにするため。

　・内容は記録する。

想定ケース１

「活動許可も得て、避難所において活動しようとしたら、被災者の一人から煩いから帰れ！との怒号がきた」

・行茶のボランティアは活動を待機。

・リーダーがもう一人とともに「お休みのところお騒がせして申し訳ありません。お茶をお配りするのですが、よろしいですか？」と理解を求めるが、拒否されたら「申し訳ありません。また別の機会にうかがわせていただきます」などと謝罪して、ボランティアは一時撤収して車で待機。

・りーダーは施設長に相談する。

・お菓子を置いてくるだけなどにして、その場は撤収してもかまわない。
想定ケース２
　「行茶のあとおなかが痛くなったと　避難者が避難所職員に相談。避難所の担当者から連絡がきた」
・まず、病状を訴える人を気遣い症状を聞く。また同じような症状の方がいるか確認する。

・そこで使った行茶セットを保存する。

・行茶のお菓子や内容を確認する。

・避難所の医療スタッフおよび保健師などがいれば、行茶の内容と病状を訴える人に因果関係があるか相談する。

・保健所に報告・相談。

・病状を訴える人を見舞う。（ここでは調査中であることを伝え、謝罪でなく見舞うにとどめる）

・因果関係がない場合は病状を訴える人に報告しながら見舞う。

・因果関係ある場合は保健所の指示に従うと同時に、謝罪する。

想定ケース３
　「ボランティア参加者が話題のなかで仏壇の話になり、仏教行事の話からその内容について話をした。しかし隣にいた他宗教信者が布教宣伝は不快だと行政に苦情。行政は避難所に通達を出し避難所から活動の許可が得られない。」
・ボランティアの中でこのような誤解を招くことがなかったか確認する。

・ボランティアセンターの許可があるボランティアであることを伝え、不況や宣伝は行っていないことを理解してもらい。誤解を招く行動があった場合は、本部責任者が避難所を訪ねて謝罪する。また、無理に活動継続はお願いせずに要請があれば実施するに留める程度でよいであろう。

10、事故
地震災害では余震、水害などではその後の二次災害など予期せぬことが起こらないとも限りません。ボランティアの安全も第一です。

・活動前に災害・事故がおこったら安全確認がとれるまで活動を中断する。

・活動中の災害はリーダーが本部に連絡し、状況を報告する。現地の活動はリーダーの判断とする。

・活動中の事故においてはその活動を中断し、リーダーは本部に連絡し判断を仰ぐ。

　（人命救助が必要な場合は第一が人命救助）

　事故発生→人命救助→報告→本部対応（関係機関。家族、マスコミ）
11、時間経過とともに・・・活動方法の変更・縮小・終了
時間系列とともに、自宅生活に戻る人、仮設住宅に移る人、引っ越しをする人など被災者の生活の変容、ボランティアセンターの縮小や業務の移転など、復旧とともに被災地の様相は変化します。行茶活動も当初のやり方とは変化するのが当然です。やり方や方法を変えると新たな継続方法が見つかると思います。
地域行事などを望む声があるでしょう。とくに私どもボランティアのスタッフが拠点とする地区においては、地域行事などに協力や活動に取り組みたいものです。
お茶を飲む中で地域の人と人をつなぐことができれば・・・、行茶活動にボランティアがいなくとも地域でお茶を飲み、話をしていけるようなコミュニティが復活していけば、行茶活動はもういいでしょう。

そんなとき、道具を公民館や地区に寄付してくる方法も選択肢の一つといえましょう。

ありがとうの言葉をいただくより、私からありがとうと言いたい。
以上　この資料は一つの目安です。現場にあわせて見直しをしてください。
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